






























































つまり生活言語 BICS（Basic Interpersonal Communicative Skills）と「学習言
語としての日本語」学習言語 CALP（Cognitive Academic Language Proficiency）
という二つの側面の能力をいかにして身につけさせるかというのが非常によく議
論される点である。CALP の獲得には 5 年から 7 年かかるとされている 





























Snow and Wesche （1989）らが提唱したこの「内容重視の第二言語教育」（Content 
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